
１ 学区の概要  

学区は、東は大船渡市・西は奥州市・南は陸前高田市・北は遠野市に隣接し、広範囲で 

ある。気仙川とその支流の流れに沿う渓谷地帯で、山が高く・川岸が迫り地域の所々に小 

面積の耕地が開かれ、山地によって大部分を占めている。国道とその他主要道に沿う周辺 

地域は、小規模の耕地を経営する農家が多く、地域農業づくりが行われており、畜産や新 

しい園芸作物の開発、気仙杉の造林・加工、優良材の産地化等、「住田型方式」と呼ばれ 

る複合型経営に取り組み、立地条件を生かした経営の合理化が進められている。 

保護者の職業は畜産・林業・商工業・建設業・公務員・会社員等多様であり、大船渡市 

や陸前高田市方面に勤めている父母も多い。地域の方々は教育に対する関心が高く、学校 

に対して極めて協力的であり、学校行事やＰＴＡ活動等への参加率も高い。 

２ 学校の沿革の概要           

明治 ６年 ８月 校舎を世田米村５８番地に建て世田米小学校と称する 

  ２０年 ４月 簡易小学校と改称する 

  ２５年 ４月 世田米尋常小学校と改称する 

  ３０年 ４月 高等科併置世田米尋常高等小学校と改称する 

  ３２年 ４月 世田米村火石３４番地に移転する 

  ３３年 ４月 川口小学校を併設する 

  ３６年 ４月 農業補修学校を併設する       

昭和１０年 ４月 農業補修学校を世田米青年学校と改称し本校に併設する 

  １６年 ４月 世田米国民学校と改称し川口分教場を廃止し川口分校が独立する 

  ２２年 ４月 学制改革により世田米小学校と改称する 

  ２３年 ４月 世田米小学校ＰＴＡを結成する 

  ２８年 ３月 火災により全焼する。仮校舎を産業会館に設け移転する 

     １１月 本校舎新築により移転する 

  ２９年 ５月 本校舎落成式を行う     

  ３９年 ４月 川口小学校を統合する     

  ６１年１１月 日本ＰＴＡ全国協議会長賞を受賞する（東京椿山荘） 

  ６２年 ４月 ことばの教室を開設する          

平成 ２年 ３月 新校舎が落成する(住田町世田米字川向55－1) 

   ３年 ２月 体育館工事が完了する 

９月 プ－ルが完成する 

１１月 地区算数教育研究会共催公開授業研究会（総合訪問）を行う 

７年１０月 第35回記念駅伝大会を開催し佐々木七恵選手を招待する 

１０年１１月 県交通安全対策委員会長より交通安全模範校の表彰を受ける 

１１年 ８月 県ＰＴＡ連合会長賞を受賞する 

９月 東北ＰＴＡ連絡協議会長賞を受賞する（福島県相馬市） 

１２年１０月 第40回記念駅伝大会を開催し増田知事と佐々木七恵選手を招待する 

１４年 ４月 大股小学校を統合する 

１５年１０月 文部科学省・県教育委員会指定による学力向上フロンティア校に係る 

学校公開研究会を開催する（算数科） 

１６年１０月 学力向上フロンティア校に係る学校公開研究会を開催する（算数科） 

１８年１０月 住田町教育委員会指定学校公開研究会「保・小関連研究」 

１９年１０月 岩手県教育委員会学校賞受賞（健康教育） 

いわてコミュニティスクール推進事業校に指定 

  ２１年１０月 国語科自主公開研究会を開催する。 

  ２２年１０月 第50回記念親子駅伝大会を、北澤豪氏を招待し開催する。（参加約300名） 

２３年１１月 総合訪問を町教委と共催で実施する 

２４年１１月 町ＰＴＡ連合会長賞を受賞する  

１２月 県ＰＴＡ連合会長賞を受賞する 

２５年 ２月 「小さな親切」実行章受章 

３ 学校経営の基本  

１．教育目標                      

 ア：総括目標  「豊かな心とたくましい実践力のある児童の育成」をめざし、基礎・ 

基本を確かな力として身に付けさせ、他と調和しつつ粘り強く物事を 

やり抜く意志と他を思いやり自分を顧みる謙虚さをもった人間性豊か 

な子供たちの育成に努める。   

 

 イ：教育目標  ◎『 やさしく  』（豊かな情操） 

         ◎『 かしこく  』（確かな知性） 

         ◎『 たくましく 』（逞しい気力・体力） 

 

 ウ：具体目標  ○「なかよく思いやりのある子ども」 

         ○「自分で考え、つくり出す子ども」 

         ○「進んで体をきたえる子ども」 

 

２．経営の方針   

 (1) 基本方針  

   ① 前年度までの教育営為を継承しながら学習指導要領に示された趣旨を理解し、 

その実施に努め、常に新しい創造的な教育実践がなされるよう教育課程の編成と 

その実践・評価・改善に努める。  

   ② 教科・道徳等の指導力を高め、基礎・基本に関わる内容を的確に把握し、確か 

な学力の定着向上に努め、豊かな心と実践力をもった子どもの育成に努める。 

   ③ 特別活動では、児童の個性と可能性を引き出しその伸長に努めるとともに、交 

流やふれあいの中で主体的活動や充実感をもたせることができる実践に努める。 

   ④ 教育環境の整備に努め、父母や地区民の願いを把握し、相互連携を深めながら 

教育目標の具現化に努める。 

 

３．経営の重点 

   なかよく思いやりのある子ども 

    ① 道徳教育の充実 

    ② 特別活動の充実 

    ③ 生徒指導の充実 

 

   自分で考えつくり出す子ども 

    ① 授業の充実 

    ② 学習習慣の確立 

    ③ 読書活動の推進 

    ④ 校内研修の充実 

    ⑤ 特別支援教育・交流教育の推進 

    ⑥ ボランティア教育・キャリア・情報・環境・国際理解教育・復興教育の推進 

 

   進んで体をきたえる子ども 

    ① 健康教育の充実 

    ② 安全教育の充実 

    ③ 食に関する指導 

    ④ 体力づくり 

 

 

 

 

４ 学びフェスト  

本校では、児童の学力・生活力向上を目指して、次の目標を設定します。 

 今年度の重点 

      学びの力と生活する力との 

           互いの転化を目指します。 

 そのために 

  ◎ コミュニケーション能力を育んでいきます。 

    ・うなずいたり、比べたりしながら聞き、自分の考えを話す 

     （答えの正解、不正解以上に、考えたり、発表したりする姿勢に重点を置く） 

    ・相手のよさを見出し、共感する姿勢を尊重する 

  ◎ 家庭学習の仕方を身に付けさせます。 

  ◎ どの学年も全ての教科書をよどみなく音読できるようにします。 

  ◎ 学年に応じた計算力を身につけるようにします。 

    ・１年…たし算、ひき算 

    ・２年…２けたのたし算、ひき算 かけ算九九 

    ・３年…３けたのたし算、ひき算 ２けたのかけ算 簡単な小数分数の加減計算 

    ・４年…あまりのあるわり算、同分母分数の加減計算 

      ・５年…整数、小数の四則計算、異分母分数の加減計算 

      ・６年…整数、小数、分数の四則計算 

    ◎ あいさつがしっかり行なえるようにします。 

      ・立ち止まって、相手の目を見ながら、心を込めて 

    ◎ 学年ごとに目標を立て、１年間マラソン、なわとびに挑戦します。 

 

５ 校内研究  

１．研究主題                                            

        言語活動で培う生きてはたらく国語の力の育成 

     ～説明的な文章の指導を通して～ 

２．研究仮説 

説明的な文章の学習において、身に付けたい力を明確にし、言語活動の充実を図った

授業を行えば、生きてはたらく国語の力を育てることができるだろう。 

３．研究内容  

（１）身に付けたい力を明確にした指導構想 

     （２）第２次（読解）の授業改善 

     （３）言葉の力を向上させるための工夫 

６ 児童数・学級編成等  

学 

年 

児 童 数 

学級担任 

地 区 別 児 童 数 ＰＴ 

Ａ会 

員数 
男 女 計 

愛

宕 
曙 

下

在 

中

沢 

東

峰 

川口 

大股 

１ １３ １１ ２４ 今野 幸枝 ６ ５ ０ ６ ３ ４ １３ 

２  ８ １２ ２０ 山 口 響 ５ ６ １ １ ５ ２ １４ 

３ １８ １１ ２９ 伊藤ルミ子 ７ ９ １ １ ６ ５ ２３ 

４ １０ １０ ２０ 佐藤 麻穂 ５ ３ ２ ２ ４ ４ １６ 

５ ７ １０ １７ 柳瀬 直哉 ３ ２ ２ ４ ４ ２ １６ 

６ １０ １６ ２６ 大坂 佳世 ５ ７ ３ ３ ４ ４ ２６ 

計 ６６ ７０ １３６ 児童数 ３１ ３２ ９ １７ 2６ ２１ １０８ 



７ 年間授業日数・主な行事予定 

学 

期 
月 

授業

日数 
主  な  行  事 

一 

学 

期 

４ １７ 始業式(7) 入学式(８) 参観日・ＰＴＡ総会(19) 家庭訪問(24～30) 

５ ２０ 避難訓練(2)  運動会(2５) 

６ ２１ 
保小中交流会(3)  自転車大会(9)  修学旅行(11～12)  プール開き(17)   

地区懇談会(17～24)  青少年劇場(25)  参観日・ＰＴＡ講演会(26) 

７ １８ ４年校外学習(1)  個人面談(22～2４)  終業式(2５) 

二 

学 

期 

８ ８ 始業式(20) フリー参観日(26～28) 夏休み発表会(26) 水泳記録会(28) 

９ ２０ 祖父母交流会(5)  ３年校外学習(12)  陸上記録会(27)  

１０ ２２ マラソン・駅伝大会(4) １・2年校外学習(10)  学習発表会(25) ５年校外学習(30) 

１１ １８ 学校公開(20)  参観日(28)  

１２ １６ 鼓笛引継式(2) ゲーム集会(4)  個人面談(17～19) 終業式(22) 

三 

学 

期 

１ １０ 始業式(19) フリー参観(22～26) 冬休み発表会(26) スキー教室５・６年(30) 

２ １９ 保小中交流会(5) スキー教室３・４年(6) 1日入学(10) 参観日(２１) ６年生を送る会(25) 

３ １４ 修了式(18) 卒業証書授与式(19)  

合 計 203  

 

８ 職員一覧 

 職 名 氏  名 校務分掌 住  所 在 

１ 校 長 佐々木 郁 男  住田町 3 

２ 副校長 木 村 覚 勇 総  務 住田町 3 

３ 主任事務主査  佐々木 正 己 事務一般 大船渡市 2 

４ 教 諭 泉 田 とし子 特別支援教育 住田町 ３ 

５ 教 諭 今 野 幸 枝 教務主任 大船渡市 ３ 

６ 教 諭 泉 田 剛 志 副教務 住田町 ３ 

７ 教 諭 柳 瀬 直 哉 生徒指導主事 大船渡市 ３ 

８ 教 諭 伊 藤 ルミ子 研究主任 住田町 ３ 

９ 教 諭 佐 藤 麻 穂 安全指導 北上市 １ 

１０ 教 諭 大 坂 佳 世 児童会 陸前高田市 ５ 

１１ 教 諭 山 口   響 国際理解教育 奥州市 ２ 

１２ 教 諭 小 向 三枝子 少人数指導 遠野市 １ 

１３ 講 師 紺 野 育 子 少人数指導 住田町 １ 

１４ 講 師 大 島 実奈子 すこやかサポート 陸前高田市 １ 

１５ 養護教諭 泉   加代子 保健主事 住田町 ５ 

１６ 学校栄養職員 鈴 木 幸 子  大船渡市 ２ 

１７ 主任用務員 菊 池 利 彦 学校用務 住田町 １ 

１８ 学習支援員 山 本 香 織  大船渡市 ４ 

１９ 支援員 佐々木 和 枝  住田町 ３ 

２０ 支援員 伊 藤 暁 子  住田町 ３ 

２１ 教育支援員 菊 池 彩 恵  遠野市 １ 

 

９ 日課表 

時 刻 月 火 水 木 金 

 
 

８：１５ 
 

８：２０ 
 
 
 

８：３０ 
 
 

８：４０ 
 

９：２５ 
 

９：３０ 
 

１０：１５ 
 
 

１０：２５ 
 

１０：４０ 
 

１１：２５ 
 

１１：３０ 
 
 

１２：１５ 
 

１：００ 
 
 

１：３5 
 
 
 

２：００ 
 

２：４５ 
 

２：５５ 
 
 

３：３０ 
 

３：４０ 

児 童 登 校 

 

読 書 

全校朝会 

児童朝会 

音楽朝会 

 

ドリル 

 

読 書 

 

ドリル 

朝  の  会 

１ １ １ １ １ 

 

２ ２ ２ ２ ２ 

あ ゆ っ こ タ イ ム 

自   由   遊   び 

３ ３ ３ ３ ３ 

 

４ ４ ４ ４ ４ 

給   食（後片付け・歯みがき） 

自   由   あ そ び 自由あそび 

チャレンジ

タイム 

自由あそび 

縦  割  り  班  清  掃 縦割り班清掃 

５ ５ ５ ５ ５ 

帰りの会 
６ 

帰りの会（クラブあり） 帰りの会 
６ 

委員会 

代表委員会 
６ 

職員会議 

研究会等 帰りの会 帰りの会 

下校  ４月～１０月  １６：３０   １１月～３月  １６：００ 
 

スクールバス １回目 １５：３０（15：15） ２回目１６：３０（１６：１５） 

１０ 特色ある教育活動 
保小交流                      親子駅伝大会 

                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鼓笛パレード                    森林愛護少年団活動 

                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  平成２６年度 

        



学校教育目標 

やさしく   かしこく  たくましく 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  住田町立世田米小学校 

   〒029－2311 岩手県気仙郡住田町世田米字川向５５－１ 

TEL （０１９２）４６－３１３５ Fax ４６－３１３６ 

Ｅmail sesyo@town.sumita.iwate.jp 
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